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１ 少子化対策について             (２０分) 

厚生労働省の人口動態統計によると、出生数は 2016年に初め

て 100 万人を下回り、2019 年の出生数は、86 万 5239 人で過去

最少を更新しました。1 人の女性が生涯に産む子どもの数であ

る合計特殊出生率は 1.36と低迷しています。政府は少子化対策

として保育の充実や仕事と育児の両立の支援などを行ってきま

したが、なかなか思うような結果には至っていません。菅首相

は不妊治療の保険適用の実現を訴えています。不妊治療を、も

っと安価で幅広い人たちが受けられるようになれば、少子化対

策の大きな前進につながることでしょう。一日も早い実現を期

待いたします。 

一方、日本の婚姻件数は 1970年に年間 100万組を超えました

が、2018 年に 60 万組を割りました。出産の前段階の婚姻数の

激減も少子化の一因であるのではないでしょうか。若い男女が

結婚しやすい環境を整備することも少子化対策につながるもの

と思います。 

希望通り子どもを持てない事情は様々なものがあると思いま

す。全国的にも少子高齢化と人口減少が進む中、本市もその例

外ではありません。この状況を改善するために本市の取組につ

いてお伺いいたします。 

 

（１）本市の出生率について 

（２）結婚新生活支援事業の導入について 

（３）出産祝い金の導入について 

（４）産婦人科誘致の経過と現状について 

（５）多胎児出生件数の推移と多胎児家庭への支援の現状につい

て 

（６）保育所の休日保育の必要性について 

（７）男性職員の育児休業の取得状況と課題について 

 

 

２ 空き家対策について             (２０分) 

少子高齢化の進行に世帯構成の変化も加わり、国内の空き家 
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等の数は年々増加しています。 

総務省が実施している「平成３０年住宅・土地統計調査結果」

（総務省統計局）では、平成３０年の空き家の数が全国で約 848

万 9,000戸、空き家率は 13.6％と過去最高になりました。 

空き家は節税の視点から建物をあえて残したままの状態にし

ている方も多くいるため、適切な管理がされず、地域住民の皆

さんに景観、治安、衛生などの面で様々な問題が生じているケ

ースが見受けられます。今後も高齢化はますます進み、本市の

空き家の数も増加の一途をたどることが予想されます。こうし

たことから現状と今後の対策についてお伺いいたします。 

 

（１）本市の空き家数の推移と空き家率は。 

（２）空き家に関する相談件数の推移と相談内容について 

（３）空き家等の所有者への適正管理のための年間指導数と改善

された数について 

（４）高齢者単身世帯数の推移について 

（５）空き家予備軍(高齢者単身世帯)への市の取組について 

（６）空き家バンクの物件登録数及び成約数について 

（７）空き家解体補助金制度や改修補助制度の導入について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


